
令和年月日 水曜日 第号官 報
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
二
十
億
円
、
資
本
準
備
金

の
額
を
金
二
十
億
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
八
月
二
十
日

掲
載
頁

九
十
七
頁
（
号
外
第
一
八
八
号
）

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日

東
京
都
杉
並
区
今
川
一
丁
目
一
〇
番
一
五
号

さ
く
ら
株
式
会
社

代
表
取
締
役

飯
田

美
桜

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
が
七
億
一
千
四
百
八
十
二
万
四

千
六
百
十
四
円
、
資
本
準
備
金
の
額
が
七
億
一
千
四
百
八

十
二
万
四
千
六
百
十
四
円
増
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
、
資
本
金
の
額
を
七
億
六
千
四
百
八
十
二
万
四
千
六
百

十
四
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
七
億
二
千
七
百
四
十
九
万

一
千
九
百
九
十
五
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
四
月
十
五
日

掲
載
頁

四
十
八
頁
（
号
外
第
八
十
五
号
）

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
二
番
三
号

株
式
会
社
イ
シ
ン
・
ホ
テ
ル
ズ
・
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

孔

令
庸

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
九
千
五
万
円
、
資
本
準

備
金
の
額
を
二
億
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
に
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。令

和
七
年
八
月
二
十
七
日

名
古
屋
市
中
区
錦
三
丁
目
一
九
番
一
七
号

Ｒ
Ａ
Ｙ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
林

大
貴

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
九
月
二
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日

埼
玉
県
蕨
市
塚
越
七
丁
目
二
二
番
九
号
越
川
第
一

ビ
ル

ダ
イ
ワ
包
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

片
岡

篤
史

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
九
月
十
八
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日

長
野
県
松
本
市
大
字
島
立
一
〇
八
〇
番
地
の
七

深
志
測
量
株
式
会
社

代
表
取
締
役

横
山

敏
雪

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日

大
阪
市
淀
川
区
東
三
国
三
丁
目
一
〇
番
二
一
号

ト
ヨ
タ
新
大
阪
販
売
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社

代
表
取
締
役

久
保

行
央

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
九
月
十
二
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日

和
歌
山
県
海
南
市
下
津
町
下
津
三
〇
六
二
番
地

株
式
会
社
ハ
ヤ
シ
海
運

代
表
取
締
役

林

功

合
併
に
つ
き
株
券
等
提
出
公
告

当
社
は
、
バ
ー
チ
ュ
ー
ア
ン
ド
エ
ク
セ
レ
ン
ス
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
株
式
会
社
と
合
併
し
て
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有
す
る
方
は
、
株

券
提
出
日
で
あ
る
令
和
七
年
十
月
一
日
ま
で
に
当
社
に
ご

提
出
下
さ
い
。

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日

岡
山
市
北
区
御
津
野
々
口
一
一
〇
〇
番
地

カ
バ
ヤ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

池
田

基
弘

新
設
分
割
公
告
並
び
に
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少

公
告当

社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
日
本
コ
ロ
ム
ビ

ア
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
（
住
所

東
京
都
港
区
南
青
山
六

丁
目
一
〇
番
一
二
号
）
に
対
し
て
当
社
の
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
＆
Ｅ

ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
事
業
部
に
属
す
る
事
業
を

除
く
す
べ
て
の
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
十
一
億
六
千
八
百

万
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
三
十
六
億
五
千
八
百
三
十
五

万
五
千
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
並
び
に
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減

少
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日

か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.fa
ith
.co
.jp
/ir/k
o
u
k
o
k
u
/

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
る
虎
屋
町

五
六
六

一
井
門
明
治
安
田
生
命
ビ
ル

株
式
会
社
フ
ェ
イ
ス

代
表
取
締
役

佐
藤

俊
介

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
一
億
七
千
二
百
五
十

万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.k
o -k
o
k
u
.jp
/

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
二
〇
番
二
号
七
〇

四
号
室
嶋
本
公
認
会
計
士
事
務
所
気
付

Ｇ
Ｊ
Ｄ
Ｃ
Ｖ
１
特
定
目
的
会
社

取
締
役

鈴
木

伸
也

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
一
億
二
千
三
百
十
五

万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.k
o -k
o
k
u
.jp
/

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
二
〇
番
二
号
七
〇

四
号
室
嶋
本
公
認
会
計
士
事
務
所
気
付

Ｇ
Ｊ
Ｄ
Ｃ
Ｖ
２
特
定
目
的
会
社

取
締
役

鈴
木

伸
也

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
六
億
八
千
四
百
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

要
旨
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
八
日
付
官
報
の
号
外
第
六

十
九
号
七
十
八
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
一
番
一
号

Ｌ
Ａ
Ｏ
６
Ｊ
Ｐ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

松
澤

和
浩

債
権
申
出
の
公
告
（
第
三
回
）

当
土
地
改
良
区
は
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
七
日
に
静
岡

県
知
事
の
認
可
を
受
け
、
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
昭

和
四
十
七
年
十
一
月
十
四
日
に
静
岡
県
知
事
に
よ
る
解
散

の
公
告
ま
で
行
な
わ
れ
た
も
の
の
、
清
算
の
結
了
に
至
っ

て
い
な
い
。

当
土
地
改
良
区
の
残
余
財
産
の
清
算
の
た
め
、
令
和
七

年
六
月
二
十
四
日
、
静
岡
地
方
裁
判
所
（
令
和
七
年（
チ
）

第
一
号
）
よ
り
当
職
が
清
算
人
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

当
土
地
改
良
区
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一

回
掲
載
（
令
和
七
年
八
月
二
十
五
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日

静
岡
県
藤
枝
市
田
沼
三

二
〇

二
四

一
階

焼
津
市
越
後
島
土
地
改
良
区

清
算
人

弁
護
士

岩
山

雅
一

取
消
公
告

令
和
七
年
七
月
十
七
日
（
号
外
第
一
六
四
号
）
掲
載
の

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告
及
び
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告
の
み
を
取
消
し
ま
す
。

令
和
七
年
八
月
二
十
七
日

宮
崎
県
日
向
市
大
字
財
光
寺
一
一
九
三
番
地
二

株
式
会
社
日
向
自
動
車
学
校

代
表
取
締
役

長
友

宏
哲


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